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１．当中間期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当中間連結会計期間におけるわが国の経済を顧みますと、全体としては緩やかな回復基調が続きましたが、公共

投資が弱い動きを続けたことに加え、アジア新興国等の景気の減速から輸出が弱含むなど、一部に鈍い動きがみら

れました。 

 当行グループの主たる営業基盤である新潟県の経済につきましては、緩やかな回復を続け、個人消費や住宅投資

が持ち直しを続けたほか、企業収益や企業の景況感も改善いたしました。 

 このような経済状況のもとで、当行グループの当中間連結会計期間の連結経営成績につきましては、経常利益

は、資金利益が減少したものの、経費や実質与信関係費用が減少したことなどにより、前年同期比５億80百万円増

加の22億９百万円となりました。

 親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、経常利益の増加などにより、前年同期比５億57百万円増加の

14億71百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当中間連結会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産は１兆4,189億98百万円（前年度末比212億

69百万円増加）、純資産は788億60百万円（前年度末比８億15百万円減少）となりました。主要科目につきまして

は、貸出金は9,582億67百万円（前年度末比112億29百万円増加）、有価証券は3,728億５百万円（前年度末比108億

59百万円増加）、預金等（預金＋譲渡性預金）は１兆3,025億55百万円（前年度末比199億56百万円増加）となりま

した。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成28年３月期通期の業績予想（単体・連結）につきましては、平成27年５月８日の公表数値から変更はありま

せん。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当中間期における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下、「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等

会計基準」という。）等を、当中間連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当行の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上

する方法に変更しております。また、当中間連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会

計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する中間連結会計期間の中間連結財務諸表に反映

させる方法に変更いたします。加えて、中間純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示

の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前中間連結会計期間及び前連結会計年度について

は、中間連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当中間連結会計期間の期首時点から将来に

わたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。 
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３．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当中間連結会計期間 
(平成27年９月30日) 

資産の部    

現金預け金 62,783 67,542 

商品有価証券 155 98 

金銭の信託 2,987 3,000 

有価証券 361,946 372,805 

貸出金 947,038 958,267 

外国為替 2,601 2,669 

その他資産 9,598 2,981 

有形固定資産 14,475 14,289 

無形固定資産 800 824 

繰延税金資産 63 64 

支払承諾見返 2,190 3,093 

貸倒引当金 △6,912 △6,639 

資産の部合計 1,397,729 1,418,998 

負債の部    

預金 1,282,599 1,262,455 

譲渡性預金 － 40,100 

コールマネー及び売渡手形 962 959 

借用金 14,530 16,130 

社債 3,000 3,000 

その他負債 7,822 8,650 

賞与引当金 660 731 

役員賞与引当金 21 14 

退職給付に係る負債 647 293 

睡眠預金払戻損失引当金 207 200 

偶発損失引当金 236 232 

利息返還損失引当金 8 11 

繰延税金負債 3,338 2,441 

再評価に係る繰延税金負債 1,828 1,823 

支払承諾 2,190 3,093 

負債の部合計 1,318,053 1,340,138 

純資産の部    

資本金 10,000 10,000 

資本剰余金 8,208 8,208 

利益剰余金 42,241 43,473 

自己株式 △225 △211 

株主資本合計 60,224 61,470 

その他有価証券評価差額金 15,874 13,835 

土地再評価差額金 2,486 2,475 

退職給付に係る調整累計額 670 638 

その他の包括利益累計額合計 19,031 16,949 

新株予約権 77 93 

非支配株主持分 340 346 

純資産の部合計 79,675 78,860 

負債及び純資産の部合計 1,397,729 1,418,998 
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

    (単位：百万円) 

 
前中間連結会計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

経常収益 10,800 10,554 

資金運用収益 8,979 8,718 

（うち貸出金利息） 6,991 6,720 

（うち有価証券利息配当金） 1,943 1,950 

役務取引等収益 1,102 1,094 

その他業務収益 436 436 

その他経常収益 281 304 

経常費用 9,170 8,344 

資金調達費用 380 384 

（うち預金利息） 316 310 

役務取引等費用 826 861 

その他業務費用 183 136 

営業経費 6,973 6,423 

その他経常費用 805 539 

経常利益 1,629 2,209 

特別利益 0 9 

固定資産処分益 0 9 

特別損失 90 65 

固定資産処分損 26 4 

減損損失 27 60 

関係会社株式売却損 36 － 

税金等調整前中間純利益 1,539 2,153 

法人税、住民税及び事業税 167 617 

法人税等調整額 443 57 

法人税等合計 611 675 

中間純利益 928 1,478 

非支配株主に帰属する中間純利益 13 6 

親会社株主に帰属する中間純利益 914 1,471 
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（中間連結包括利益計算書）

    （単位：百万円） 

 
前中間連結会計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当中間連結会計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

中間純利益 928 1,478 

その他の包括利益 2,657 △2,071 

その他有価証券評価差額金 2,662 △2,038 

退職給付に係る調整額 △5 △32 

中間包括利益 3,585 △593 

（内訳）    

親会社株主に係る中間包括利益 3,571 △599 

非支配株主に係る中間包括利益 13 6 
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 10,000 8,208 42,010 △239 59,980 

会計方針の変更による累積
的影響額     △926   △926 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 10,000 8,208 41,084 △239 59,054 

当中間期変動額           

剰余金の配当     △247   △247 

親会社株主に帰属する中間
純利益     914   914 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分   △2   14 12 

自己株式処分差損の振替   2 △2   － 

土地再評価差額金の取崩     12   12 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）           

当中間期変動額合計 － － 677 14 691 

当中間期末残高 10,000 8,208 41,761 △224 59,745 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 9,203 2,315 71 11,589 35 319 71,925 

会計方針の変更による累積
的影響額             △926 

会計方針の変更を反映した当
期首残高 

9,203 2,315 71 11,589 35 319 70,998 

当中間期変動額               

剰余金の配当             △247 

親会社株主に帰属する中間
純利益             914 

自己株式の取得             △0 

自己株式の処分             12 

自己株式処分差損の振替             － 

土地再評価差額金の取崩   △12   △12     － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額） 

2,662   △5 2,657 13 12 2,683 

当中間期変動額合計 2,662 △12 △5 2,644 13 12 3,362 

当中間期末残高 11,866 2,302 65 14,234 49 331 74,361 
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当中間連結会計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

        (単位：百万円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 10,000 8,208 42,241 △225 60,224 

当中間期変動額           

剰余金の配当     △247   △247 

親会社株主に帰属する中間
純利益     1,471   1,471 

自己株式の取得       △0 △0 

自己株式の処分   △2   14 11 

自己株式処分差損の振替   2 △2   － 

土地再評価差額金の取崩     10   10 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額）           

当中間期変動額合計 － － 1,232 13 1,246 

当中間期末残高 10,000 8,208 43,473 △211 61,470 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

土地再評価差
額金 

退職給付に係
る調整累計額 

その他の包括
利益累計額合
計 

当期首残高 15,874 2,486 670 19,031 77 340 79,675 

当中間期変動額               

剰余金の配当             △247 

親会社株主に帰属する中間
純利益             1,471 

自己株式の取得             △0 

自己株式の処分             11 

自己株式処分差損の振替             － 

土地再評価差額金の取崩   △10   △10     － 

株主資本以外の項目の当中
間期変動額（純額） 

△2,038   △32 △2,071 16 5 △2,050 

当中間期変動額合計 △2,038 △10 △32 △2,082 16 5 △814 

当中間期末残高 13,835 2,475 638 16,949 93 346 78,860 
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 
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４．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当中間会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

現金預け金 62,783 67,542 

商品有価証券 155 98 

金銭の信託 2,987 3,000 

有価証券 361,791 372,635 

貸出金 947,133 958,433 

外国為替 2,601 2,669 

その他資産 8,451 1,806 

その他の資産 8,451 1,806 

有形固定資産 14,474 14,289 

無形固定資産 799 822 

支払承諾見返 2,190 3,093 

貸倒引当金 △6,737 △6,476 

資産の部合計 1,396,630 1,417,916 

負債の部    

預金 1,282,602 1,262,456 

譲渡性預金 － 40,100 

コールマネー 962 959 

借用金 14,530 16,130 

社債 3,000 3,000 

その他負債 7,343 8,215 

未払法人税等 442 532 

リース債務 520 488 

資産除去債務 115 116 

その他の負債 6,265 7,078 

賞与引当金 657 727 

役員賞与引当金 21 14 

退職給付引当金 1,614 1,210 

睡眠預金払戻損失引当金 207 200 

偶発損失引当金 236 232 

繰延税金負債 3,015 2,134 

再評価に係る繰延税金負債 1,828 1,823 

支払承諾 2,190 3,093 

負債の部合計 1,318,211 1,340,301 
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    (単位：百万円) 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当中間会計期間 

(平成27年９月30日) 

純資産の部    

資本金 10,000 10,000 

資本剰余金 8,208 8,208 

資本準備金 8,208 8,208 

利益剰余金 41,997 43,212 

利益準備金 1,791 1,791 

その他利益剰余金 40,206 41,421 

固定資産圧縮積立金 7 6 

別途積立金 21,000 21,000 

繰越利益剰余金 19,198 20,415 

自己株式 △225 △211 

株主資本合計 59,980 61,210 

その他有価証券評価差額金 15,874 13,835 

土地再評価差額金 2,486 2,475 

評価・換算差額等合計 18,361 16,311 

新株予約権 77 93 

純資産の部合計 78,419 77,615 

負債及び純資産の部合計 1,396,630 1,417,916 
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（２）中間損益計算書

    (単位：百万円) 

 
前中間会計期間 

(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

当中間会計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

経常収益 10,634 10,389 

資金運用収益 8,962 8,702 

（うち貸出金利息） 6,972 6,705 

（うち有価証券利息配当金） 1,945 1,950 

役務取引等収益 1,016 1,006 

その他業務収益 396 392 

その他経常収益 258 287 

経常費用 9,043 8,208 

資金調達費用 380 384 

（うち預金利息） 316 310 

役務取引等費用 765 792 

その他業務費用 183 136 

営業経費 6,929 6,375 

その他経常費用 784 519 

経常利益 1,590 2,181 

特別利益 0 9 

特別損失 54 65 

税引前中間純利益 1,537 2,125 

法人税、住民税及び事業税 157 612 

法人税等調整額 444 57 

法人税等合計 601 670 

中間純利益 936 1,455 
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

                    (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資
本合計 

  

資本準
備金 

その他資
本剰余金 

資本剰
余金合
計 

利益準
備金 

その他利益剰余金 
利益剰
余金合
計   

固定資
産圧縮
積立金 

別途積
立金 

繰越利
益剰余
金 

当期首残高 10,000 8,208 － 8,208 1,791 5 21,000 18,956 41,752 △239 59,722 

会計方針の変更による
累積的影響額               △926 △926   △926 

会計方針の変更を反映し
た当期首残高 10,000 8,208 － 8,208 1,791 5 21,000 18,029 40,826 △239 58,795 

当中間期変動額                       

剰余金の配当               △247 △247   △247 

固定資産圧縮積立金の
取崩           △0   0 －   － 

中間純利益               936 936   936 

自己株式の取得                   △0 △0 

自己株式の処分     △2 △2           14 12 

自己株式処分差損の振
替     2 2       △2 △2   － 

土地再評価差額金の取
崩               12 12   12 

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額） 

                      

当中間期変動額合計 － － － － － △0 － 698 698 14 712 

当中間期末残高 10,000 8,208 － 8,208 1,791 5 21,000 18,728 41,524 △224 59,508 
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  評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 評価・換算差額等合計 

当期首残高 9,203 2,315 11,518 35 71,276 

会計方針の変更による
累積的影響額         △926 

会計方針の変更を反映し
た当期首残高 9,203 2,315 11,518 35 70,349 

当中間期変動額           

剰余金の配当         △247 

固定資産圧縮積立金の
取崩         － 

中間純利益         936 

自己株式の取得         △0 

自己株式の処分         12 

自己株式処分差損の振
替         － 

土地再評価差額金の取
崩   △12 △12   － 

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額） 

2,662   2,662 13 2,676 

当中間期変動額合計 2,662 △12 2,650 13 3,376 

当中間期末残高 11,866 2,302 14,168 49 73,726 
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当中間会計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

                    (単位：百万円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資
本合計 

  

資本準
備金 

その他資
本剰余金 

資本剰
余金合
計 

利益準
備金 

その他利益剰余金 
利益剰
余金合
計   

固定資
産圧縮
積立金 

別途積
立金 

繰越利
益剰余
金 

当期首残高 10,000 8,208 － 8,208 1,791 7 21,000 19,198 41,997 △225 59,980 

当中間期変動額                       

剰余金の配当               △247 △247   △247 

固定資産圧縮積立金の
取崩           △0   0 －   － 

中間純利益               1,455 1,455   1,455 

自己株式の取得                   △0 △0 

自己株式の処分     △2 △2           14 11 

自己株式処分差損の振
替     2 2       △2 △2   － 

土地再評価差額金の取
崩               10 10   10 

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額） 

                      

当中間期変動額合計 － － － － － △0 － 1,216 1,215 13 1,229 

当中間期末残高 10,000 8,208 － 8,208 1,791 6 21,000 20,415 43,212 △211 61,210 
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  評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計 
  

その他有価証券評価
差額金 

土地再評価差額金 評価・換算差額等合計 

当期首残高 15,874 2,486 18,361 77 78,419 

当中間期変動額           

剰余金の配当         △247 

固定資産圧縮積立金の
取崩         － 

中間純利益         1,455 

自己株式の取得         △0 

自己株式の処分         11 

自己株式処分差損の振
替         － 

土地再評価差額金の取
崩   △10 △10   － 

株主資本以外の項目の
当中間期変動額（純
額） 

△2,038   △2,038 16 △2,022 

当中間期変動額合計 △2,038 △10 △2,049 16 △804 

当中間期末残高 13,835 2,475 16,311 93 77,615 

 

㈱大光銀行（8537）平成28年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

－15－



平成27年度

第２四半期決算（中間決算）説明資料

株式会社 大 光 銀 行

㈱大光銀行（8537）平成28年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



【目 次】

Ⅰ．平成27年度第２四半期決算（中間決算）の概況 

１．損益状況 単 …………………………………………………… (1) 

連 …………………………………………………… (2) 

２．業務純益 単 …………………………………………………… (3) 

３．主要勘定残高 － …………………………………………………… (3) 

(1）末残 単 …………………………………………………… (3) 

(2）平残 単 …………………………………………………… (3) 

４．利鞘 － …………………………………………………… (4) 

(1）全店分 単 …………………………………………………… (4) 

(2）国内業務部門分 単 …………………………………………………… (4) 

５．ＲＯＥ 単 …………………………………………………… (5) 

６．有価証券関係損益 単 …………………………………………………… (5) 

７．自己資本比率（国内基準） 単・連 …………………………………………………… (6) 

Ⅱ．貸出金等の状況 

１．金融再生法開示債権 単 …………………………………………………… (7) 

２．金融再生法開示債権の保全状況 単 …………………………………………………… (7) 

３．リスク管理債権の状況 単・連 …………………………………………………… (8) 

４．償却・引当基準と引当状況 単 …………………………………………………… (9) 

５．貸倒引当金等の状況 単・連 …………………………………………………… (9) 

６．自己査定の状況 単 …………………………………………………… (10) 

７．自己査定・保全の状況と開示債権 単 …………………………………………………… (10) 

８．業種別貸出状況等 － …………………………………………………… (11) 

(1）業種別貸出金 単 …………………………………………………… (11) 

(2）業種別リスク管理債権 単 …………………………………………………… (11) 

(3）業種別リスク管理債権の貸出残高比率 単 …………………………………………………… (12) 

(4）消費者ローン残高 単 …………………………………………………… (12) 

(5）中小企業等貸出比率 単 …………………………………………………… (12) 

９．国別貸出状況等 － …………………………………………………… (13) 

(1）特定海外債権残高 単 …………………………………………………… (13) 

(2）アジア向け貸出金 単 …………………………………………………… (13) 

(3）中南米主要諸国向け貸出金 単 …………………………………………………… (13) 

(4）ロシア向け貸出金 単 …………………………………………………… (13) 

10．預金等、貸出金の残高 － …………………………………………………… (13) 

(1）末残 単 …………………………………………………… (13) 

(2）平残 単 …………………………………………………… (13) 

11．預り資産（末残）の状況 単 …………………………………………………… (13) 

Ⅲ．有価証券の評価損益 

１．有価証券の評価基準 単・連 …………………………………………………… (14) 

２．評価損益 単・連 …………………………………………………… (14) 

Ⅳ．平成28年３月期業績予想 

１．単体 単 …………………………………………………… (15) 

２．連結 連 …………………………………………………… (15) 

（注）１．表示単位未満を切り捨てて表示しております。 

２．「平成27年度第２四半期決算（中間決算）の概況」以下の26年９月期比、26年９月末比、27年３月

末比欄等の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。 

㈱大光銀行（8537）平成28年３月期 第２四半期（中間期）決算短信



Ⅰ．平成27年度第２四半期決算（中間決算）の概況
１．損益状況

●コア業務純益は、資金利益が減少したものの、経費が減少したことなどにより、前年同期比４億円増加の22億26百万

円となりました。

●経常利益は、実質与信関係費用が減少したことなどにより、前年同期比５億91百万円増加の21億81百万円となりまし

た。

●中間純利益は、経常利益の増加などにより、前年同期比５億19百万円増加の14億55百万円となりました。

【単体】 （単位：百万円）

27年９月期 26年９月期
26年９月期比

業務粗利益
（コア業務粗利益）

8,789
（8,609）

△256
（△115）

9,045
（8,724）

国内業務粗利益 8,659 △155 8,814

資金利益 8,204 △163 8,367

役務取引等利益 212 △37 249

その他業務利益
（うち国債等債券関係損益）

242
（180）

45
（△141）

197
（321）

国際業務粗利益 130 △100 230

資金利益 114 △99 213

役務取引等利益 1 0 1

その他業務利益
（うち国債等債券関係損益）

13
（－）

△2
（－）

15
（－）

経費（除く臨時処理分） 6,382 △515 6,897

人件費 3,651 △126 3,777

物件費 2,387 △375 2,762

税金 343 △14 357

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 2,407 260 2,147

コア業務純益 2,226 400 1,826

①一般貸倒引当金繰入額 37 37 －

業務純益 2,369 222 2,147

うち国債等債券関係損益 180 △141 321

臨時損益 △188 368 △556

②不良債権処理額 394 △232 626

貸出金償却 421 △177 598

個別貸倒引当金繰入額 △27 △27 －

偶発損失引当金繰入額 － △26 26

債権等売却損 0 △1 1

（貸倒償却引当費用①＋②） 432 △194 626

株式等関係損益 59 53 6

③貸倒引当金戻入益 － △89 89

④偶発損失引当金戻入益 2 2 － 

⑤償却債権取立益 128 53 75

その他臨時損益 16 118 △102

経常利益 2,181 591 1,590

特別損益 △55 △2 △53

固定資産処分益 9 9 0

固定資産処分損 4 △22 26

減損損失 60 33 27

税引前中間純利益 2,125 588 1,537

法人税、住民税及び事業税 612 455 157

法人税等調整額 57 △387 444

法人税等合計 670 69 601

中間純利益 1,455 519 936

(参考)実質与信関係費用(①＋②－③－④－⑤) 301 △160 461

（注）１．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券関係損益
２．コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額

㈱大光銀行（8537）平成28年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

（1）



【連結】

＜連結損益計算書ベース＞

 

●親会社株主に帰属する中間純利益は、単体の業績を主因として前年同期比５億57百万円増加の14億71百万円となり

ました。
 
  （単位：百万円）
 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

連結粗利益 8,867 △260 9,127

 

資金利益 8,334 △265 8,599

役務取引等利益 233 △42 275

その他業務利益 299 47 252

営業経費 6,423 △550 6,973

①貸倒償却引当費用 440 △201 641

 

貸出金償却 421 △185 606

個別貸倒引当金繰入額 △12 △12 －

一般貸倒引当金繰入額 29 29 －

偶発損失引当金繰入額 － △26 26

債権等売却損 1 △7 8

株式等関係損益 59 53 6

②貸倒引当金戻入益 － △98 98

③偶発損失引当金戻入益 2 2 －

④償却債権取立益 128 53 75

持分法による投資損益 17 5 12

その他経常損益 △1 73 △74

経常利益 2,209 580 1,629

特別損益 △55 35 △90

税金等調整前中間純利益 2,153 614 1,539

法人税、住民税及び事業税 617 450 167

法人税等調整額 57 △386 443

法人税等合計 675 64 611

中間純利益 1,478 550 928

非支配株主に帰属する中間純利益 6 △7 13

親会社株主に帰属する中間純利益 1,471 557 914

（参考）実質与信関係費用(①－②－③－④) 310 △158 468

（注） 連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－

その他業務費用）

 

（参考） （単位：百万円）
 
連結業務純益 2,408 223 2,185

（注） 連結業務純益＝単体業務純益＋子会社業務純益（勘定修正）－内部取引

 

（連結対象会社数） （社）
 
連結子会社数 1 － 1

持分法適用会社数 1 － 1
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２．業務純益【単体】 （単位：百万円）

 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

(1）業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 2,407 260 2,147

  職員一人当たり（千円） 2,685 417 2,268

(2）コア業務純益 2,226 400 1,826

  職員一人当たり（千円） 2,483 554 1,929

(3）業務純益 2,369 222 2,147

  職員一人当たり（千円） 2,643 375 2,268

（注）１．コア業務純益＝業務純益－国債等債券関係損益＋一般貸倒引当金繰入額

２．職員数は、期中平均人員（出向者を除く）で計算しております。

 

３．主要勘定残高【単体】

(1）末残 （単位：百万円）
 

  27年９月末
 

26年９月末
26年９月末比

資金運用勘定残高 1,341,368 22,227 1,319,141

 

うち貸出金 958,433 25,741 932,692

うち有価証券 372,635 △1,108 373,743

うちコールローン － － －

資金調達勘定残高 1,322,703 22,974 1,299,729

 

うち預金 1,262,456 △22,612 1,285,068

うち譲渡性預金 40,100 40,100 －

うち借用金 16,130 6,280 9,850

うち社債 3,000 － 3,000

うちコールマネー 959 △792 1,751

 

(2）平残 （単位：百万円）
 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

資金運用勘定残高 1,296,515 7,300 1,289,215

 

うち貸出金 926,120 27,503 898,617

うち有価証券 352,875 △17,089 369,964

うちコールローン 9,442 388 9,054

資金調達勘定残高 1,276,957 13,302 1,263,655

 

うち預金 1,223,336 △25,708 1,249,044

うち譲渡性預金 34,522 34,522 － 

うち借用金 15,064 5,160 9,904

うち社債 3,000 － 3,000

うちコールマネー 973 △672 1,645
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４．利鞘【単体】

(1）全店分 （単位：％）
 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

資金運用利回   （Ａ） 1.33 △0.05 1.38

 
貸出金利回  （Ｂ） 1.44 △0.10 1.54

有価証券利回 1.10 0.06 1.04

資金調達利回   （Ｃ） 0.05 △0.01 0.06

 
預金等利回 0.05 △0.00 0.05

外部負債利回 0.57 △0.18 0.75

預金等原価    （Ｄ） 1.05 △0.09 1.14

資金調達原価   （Ｅ） 1.05 △0.09 1.14

資金運用調達利回差（Ａ）－（Ｃ） 1.27 △0.05 1.32

預貸金利鞘    （Ｂ）－（Ｄ） 0.38 △0.01 0.39

総資金利鞘    （Ａ）－（Ｅ） 0.28 0.05 0.23

 

(2）国内業務部門分 （単位：％）
 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

資金運用利回   （Ａ） 1.32 △0.03 1.35

 
貸出金利回  （Ｂ） 1.44 △0.10 1.54

有価証券利回 1.07 0.09 0.98

資金調達利回   （Ｃ） 0.05 △0.00 0.05

 
預金等利回 0.05 △0.00 0.05

外部負債利回 0.57 △0.24 0.81

預金等原価    （Ｄ） 1.05 △0.09 1.14

資金調達原価   （Ｅ） 1.05 △0.09 1.14

資金運用調達利回差（Ａ）－（Ｃ） 1.26 △0.03 1.29

預貸金利鞘    （Ｂ）－（Ｄ） 0.39 △0.01 0.40

総資金利鞘    （Ａ）－（Ｅ） 0.27 0.06 0.21
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５．ＲＯＥ【単体】 （単位：％）

 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

コア業務純益ベース 5.69 0.64 5.05

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）ベース 6.16 0.21 5.95

業務純益ベース 6.06 0.11 5.95

経常利益ベース 5.58 1.18 4.40

中間純利益ベース 3.72 1.13 2.59

（注） 分母となる自己資本平均残高は、｛（期首純資産－期首新株予約権）＋（期末純資産－期末新株予約権）｝

÷２で算出しております。

 

６．有価証券関係損益【単体】 （単位：百万円）
 

  27年９月期
 

26年９月期
26年９月期比

国債等債券関係損益（５勘定尻） 180 △141 321

 

売却益 316 △58 374

償還益 － △6 6

売却損 136 77 59

償還損 0 0 －

償却 － － －

 

株式等関係損益（３勘定尻） 59 53 6

 

売却益 59 49 10

売却損 － － －

償却 － △3 3
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７．自己資本比率（国内基準）

 自己資本比率（国内基準）は、銀行法第14条の２の規定に基づき、銀行が保有する資産等に照らし自己資本の充実

の状況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）に基づき算出しております。

●平成27年９月末の自己資本比率（国内基準）［速報値］は、単体が10.86％、連結が10.92％となりました。いずれ

も規制値（４％）を大きく上回り、十分な水準を維持しております。 

 

【単体】 （単位：百万円）
 

 
［速報値］ 
27年９月末 

   
27年３月末 26年９月末 

27年３月末比 26年９月末比 

(1）自己資本比率(2)／(3) 10.86％ 0.07％ △0.07％ 10.79％ 10.93％ 

(2）自己資本 ①－② 71,726 1,273 686 70,453 71,040 

 
コア資本に係る基礎項目 ① 71,837 1,277 796 70,560 71,041 

コア資本に係る調整項目 ② 110 3 110 107 0 

(3）リスク・アセット 660,049 7,250 10,140 652,799 649,909 

(4）総所要自己資本額 (3)×4％ 26,401 290 405 26,111 25,996 

 

【連結】 （単位：百万円）
 

 
［速報値］ 
27年９月末 

   
27年３月末 26年９月末 

27年３月末比 26年９月末比 

(1）自己資本比率(2)／(3) 10.92％ 0.07％ △0.03％ 10.85％ 10.95％ 

(2）自己資本 ①－② 72,207 1,276 824 70,931 71,383 

 
コア資本に係る基礎項目 ① 72,318 1,279 935 71,039 71,383 

コア資本に係る調整項目 ② 111 4 111 107 0 

(3）リスク・アセット 661,066 7,331 9,465 653,735 651,601 

(4）総所要自己資本額 (3)×4％ 26,442 293 378 26,149 26,064 
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Ⅱ．貸出金等の状況 

 

・未収利息不計上基準

 自己査定で「破綻先」「実質破綻先」及び「破綻懸念先」に分類した債務者は、未収利息をすべて収益不計上として

開示しております。

 

１．金融再生法開示債権

【単体】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

金

融

再

生

法

開

示

債

権

破産更生債権及びこれらに準

ずる債権
5,851 176 △147 5,675 5,998

 
破綻先債権 786 186 97 600 689

実質破綻先債権 5,065 △10 △244 5,075 5,309

危険債権 20,962 △1,852 △793 22,814 21,755

要管理債権 1,250 166 262 1,084 988

小計（Ａ） 28,064 △1,510 △678 29,574 28,742

正常債権 938,616 13,385 25,758 925,231 912,858

債権額合計 966,680 11,874 25,080 954,806 941,600

 
  （単位：％）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

債

権

残

高

構

成

比

破産更生債権及びこれらに準

ずる債権
0.61 0.02 △0.03 0.59 0.64

 
破綻先債権 0.08 0.02 0.01 0.06 0.07

実質破綻先債権 0.52 △0.01 △0.04 0.53 0.56

危険債権 2.17 △0.22 △0.14 2.39 2.31

要管理債権 0.13 0.02 0.03 0.11 0.10

小計 2.90 △0.20 △0.15 3.10 3.05

正常債権 97.10 0.20 0.15 96.90 96.95

債権額合計 100.00 － － 100.00 100.00

 

２．金融再生法開示債権の保全状況

【単体】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

保全額 （Ｂ） 23,681 △807 △782 24,488 24,463

 
貸倒引当金 3,989 △290 264 4,279 3,725

担保保証等 19,692 △516 △1,045 20,208 20,737

 
  （単位：％）
 

保全率（Ｂ）／（Ａ） 84.38 1.58 △0.74 82.80 85.12

 

㈱大光銀行（8537）平成28年３月期 第２四半期（中間期）決算短信

（7）



３．リスク管理債権の状況

【単体】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

リ

ス

ク

管

理

債

権

破綻先債権額 780 184 99 596 681

延滞債権額 25,919 △1,832 △1,053 27,751 26,972

３ヶ月以上延滞債権額 － △14 － 14 －

貸出条件緩和債権額 1,250 181 262 1,069 988

合計 27,950 △1,482 △691 29,432 28,641

（部分直接償却額） （5,992） （377） （△391） （5,615） （6,383）

貸出金残高（末残） 958,433 11,300 25,741 947,133 932,692

 
          （単位：％）
 

貸

出

金

残

高

比

破綻先債権額 0.08 0.02 0.01 0.06 0.07

延滞債権額 2.70 △0.23 △0.19 2.93 2.89

３ヶ月以上延滞債権額 － △0.00 － 0.00 －

貸出条件緩和債権額 0.13 0.02 0.02 0.11 0.11

合計 2.92 △0.19 △0.15 3.11 3.07

 

【連結】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

リ

ス

ク

管

理

債

権

破綻先債権額 793 182 94 611 699

延滞債権額 25,922 △1,832 △1,053 27,754 26,975

３ヶ月以上延滞債権額 0 △15 △1 15 1

貸出条件緩和債権額 1,251 180 263 1,071 988

合計 27,967 △1,486 △696 29,453 28,663

（部分直接償却額） （5,992） （377） （△391） （5,615） （6,383）

貸出金残高（末残） 958,267 11,229 25,704 947,038 932,563

 
          （単位：％）
 

貸

出

金

残

高

比

破綻先債権額 0.08 0.02 0.01 0.06 0.07

延滞債権額 2.71 △0.22 △0.18 2.93 2.89

３ヶ月以上延滞債権額 0.00 △0.00 △0.00 0.00 0.00

貸出条件緩和債権額 0.13 0.02 0.02 0.11 0.11

合計 2.92 △0.19 △0.15 3.11 3.07
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４．償却・引当基準と引当状況【単体】 

自己査定債務者区分 金融再生法区分 償却・引当方針

破綻先 破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権
担保・保証等により保全のない部分に対し100％を償却・引当

実質破綻先

破綻懸念先 危険債権

担保・保証等により保全のない部分に対し、過去の貸倒実績率に

基づき、今後３年間の予想損失額を引当。また、与信額が一定額

以上の大口債務者のうち、合理的にキャッシュ・フローを見積も

ることができる債務者に対する債権についてはDCF法により引当

要注意先

要管理先 要管理債権

担保・保証等により保全のない部分に対し、過去の貸倒実績率に

基づき、今後３年間の予想損失額を引当。また、与信額が一定額

以上の大口債務者のうち、合理的にキャッシュ・フローを見積も

ることができる債務者に対する債権についてはDCF法により引当

その他の要注

意先 正常債権

一般先 貸倒実績率に基づき、今後１年間の予想損失額を引当

DDS先

市場価格のない株式の評価方法に準じた方法や当該債務者に対す

る金銭債権全体について、優先・劣後の関係を考慮せずに算定さ

れた予想損失率を用いる方法等により算出した予想損失額を引当

正常先   貸倒実績率に基づき、今後１年間の予想損失額を引当

 

５．貸倒引当金等の状況

【単体】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

貸倒引当金 6,476 △261 215 6,737 6,261

 
一般貸倒引当金 2,740 38 △46 2,702 2,786

個別貸倒引当金 3,735 △299 260 4,034 3,475

 

【連結】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

貸倒引当金 6,639 △273 187 6,912 6,452

 
一般貸倒引当金 2,832 29 △59 2,803 2,891

個別貸倒引当金 3,806 △303 245 4,109 3,561
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６．自己査定の状況【単体】 （単位：百万円）

 

債務者区分
分類状況

債権残高 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類

破綻先 786
528

（253）
258

－

（50）

－

（224）

実質破綻先 5,065
3,257

（1,757）
1,807

－

（624）

－

（875）

破綻懸念先 20,962
12,874

（10,943）
4,213

3,875

（5,805）
───

要

注

意

先

要管理先 1,403 67 1,335 ─── ───

その他の要注意先 108,088 39,300 68,787 ─── ───

正常先 830,374 830,374 ─── ─── ───

合計 966,680 886,402 76,402 3,875 －

（注）１．（ ）内は引当前の分類金額

２．部分直接償却額 5,992百万円処理後の計数

 

７．自己査定・保全の状況と開示債権【単体】 （単位：百万円）
 

自己査定と保全の状況 金融再生法開示債権 リスク管理債権

債務者区分 残高 保全額 引当金 保全率 区分 残高 区分 残高

破綻先 786 511 274 100％
破産更生等債権 5,851  

破綻先債権 780

実質破綻先 5,065 3,565 1,499 100％
延滞債権 25,919

破綻懸念先 20,962 15,157 1,930 81.51％ 危険債権 20,962  

要

注

意

先

 

（うち要

管理債

権）

(1,250) (457) (284) (59.42％) 要管理債権 1,250  

３ヶ月以上

延滞債権
－

貸出条件緩

和債権
1,250

要管理先 1,403 565 301 61.75％
小計 28,064

  合計 27,950

    

正常債権 938,616  

   

その他の要注

意先
108,088          

正常先 830,374          

合計 966,680       合計 966,680     
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８．業種別貸出状況等

(1）業種別貸出金【単体】 （単位：百万円）
 

業種 27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

国内店分（除く特別国際金融取引

勘定）
958,433 11,300 25,741 947,133 932,692

  製造業 81,297 142 △527 81,155 81,824

  農業，林業 5,924 △761 △642 6,685 6,566

  漁業 916 32 △23 884 939

  鉱業，採石業，砂利採取業 1,814 20 △123 1,794 1,937

  建設業 56,415 △3,927 △1,596 60,342 58,011

  電気・ガス・熱供給・水道業 2,616 348 511 2,268 2,105

  情報通信業 3,281 △77 △239 3,358 3,520

  運輸業，郵便業 20,688 △2,326 △3,331 23,014 24,019

  卸売業，小売業 76,852 △153 △302 77,005 77,154

  金融業，保険業 70,210 2,146 7,113 68,064 63,097

  不動産業，物品賃貸業 122,659 9,825 16,836 112,834 105,823

  サービス業等 92,853 △2,487 △1,943 95,340 94,796

  地方公共団体 127,991 8,719 7,543 119,272 120,448

  その他 294,910 △201 2,464 295,111 292,446

 

(2）業種別リスク管理債権【単体】 （単位：百万円）
 

業種 27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

国内店分（除く特別国際金融取引

勘定）
27,950 △1,482 △691 29,432 28,641

  製造業 3,923 △237 △759 4,160 4,682

  農業，林業 137 △421 △436 558 573

  漁業 0 △0 △1 0 1

  鉱業，採石業，砂利採取業 177 △16 △38 193 215

  建設業 4,705 △859 28 5,564 4,677

  電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － －

  情報通信業 118 △46 △46 164 164

  運輸業，郵便業 854 △107 △315 961 1,169

  卸売業，小売業 3,802 △103 △195 3,905 3,997

  金融業，保険業 7 3 7 4 －

  不動産業，物品賃貸業 2,777 207 1,041 2,570 1,736

  サービス業等 6,433 △158 84 6,591 6,349

  地方公共団体 － － － － －

  その他 5,010 254 △63 4,756 5,073
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(3）業種別リスク管理債権の貸出残高比率【単体】 （単位：％）

 

業種 27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

国内店分（除く特別国際金融取引

勘定）
2.92 △0.19 △0.15 3.11 3.07

  製造業 0.41 △0.03 △0.09 0.44 0.50

  農業，林業 0.01 △0.05 △0.05 0.06 0.06

  漁業 0.00 △0.00 △0.00 0.00 0.00

  鉱業，採石業，砂利採取業 0.02 △0.00 △0.00 0.02 0.02

  建設業 0.49 △0.10 △0.01 0.59 0.50

  電気・ガス・熱供給・水道業 － － － － －

  情報通信業 0.01 △0.01 △0.01 0.02 0.02

  運輸業，郵便業 0.09 △0.01 △0.04 0.10 0.13

  卸売業，小売業 0.40 △0.01 △0.03 0.41 0.43

  金融業，保険業 0.00 0.00 0.00 0.00 －

  不動産業，物品賃貸業 0.29 0.02 0.10 0.27 0.19

  サービス業等 0.67 △0.03 △0.01 0.70 0.68

  地方公共団体 － － － － －

  その他 0.53 0.03 △0.01 0.50 0.54

 

(4）消費者ローン残高【単体】 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

消費者ローン残高 271,095 262 4,122 270,833 266,973

 
うち 住宅ローン残高 252,803 678 4,533 252,125 248,270

うち その他ローン残高 18,292 △415 △410 18,707 18,702

 

(5）中小企業等貸出比率【単体】 （単位：％）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

中小企業等貸出比率 75.65 △0.22 0.30 75.87 75.35
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９．国別貸出状況等 

(1）特定海外債権残高【単体】

 該当ありません。

 

(2）アジア向け貸出金【単体】

 該当ありません。

 

(3）中南米主要諸国向け貸出金【単体】

 該当ありません。

 

(4）ロシア向け貸出金【単体】

 該当ありません。

 

10．預金等、貸出金の残高【単体】

●預金等（預金＋譲渡性預金）の残高は、26年９月末比174億89百万円増加し、１兆3,025億57百万円となりました。

●貸出金の残高は、26年９月末比257億41百万円増加し、9,584億33百万円となりました。事業者向け貸出金が増加し

たほか、消費者ローン及び地方公共団体向け貸出金も増加しました。

 

(1）末残 （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

預金等（預金＋譲渡性預金） 1,302,557 19,955 17,489 1,282,602 1,285,068

  うち新潟県内 1,159,075 12,824 7,504 1,146,251 1,151,571

貸出金 958,433 11,300 25,741 947,133 932,692

  うち新潟県内 695,207 5,497 7,750 689,710 687,457

 

(2）平残 （単位：百万円）
 

  27年９月期
   

27年３月期 26年９月期
27年３月期比 26年９月期比

預金等（預金＋譲渡性預金） 1,257,858 9,180 8,814 1,248,678 1,249,044

  うち新潟県内 1,131,392 6,896 6,015 1,124,496 1,125,377

貸出金 926,120 18,967 27,503 907,153 898,617

  うち新潟県内 667,917 2,694 6,006 665,223 661,911

 

11．預り資産（末残）の状況【単体】

●預り資産の残高は、保険が順調に増加しましたが、全体では26年９月末比39億34百万円減少し、1,231億47百万円と

なりました。

 

  （単位：百万円）
 

  27年９月末
   

27年３月末 26年９月末
27年３月末比 26年９月末比

預り資産 123,147 △6,998 △3,934 130,145 127,081

 

投資信託 39,173 △3,354 1,541 42,527 37,632

公共債 31,139 △7,153 △13,646 38,292 44,785

保険 52,834 3,508 8,171 49,326 44,663
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Ⅲ．有価証券の評価損益 

●有価証券全体の評価損益は、単体・連結ともに26年９月末比21億88百万円増加し、203億22百万円の評価益となりま

した。

 

１．有価証券の評価基準

売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法（定額法）

その他有価証券

時価のあるもの 時価法（評価差額を全部純資産直入法処理）

時価を把握することが極め

て困難と認められるもの
原価法

子会社株式及び関連会社株式 原価法

（注） 単体・連結ともに同一の基準であります。

 

２．評価損益

【単体】 （単位：百万円）
 

 
27年９月末
評価損益

    27年３月末
評価損益

26年９月末
評価損益27年３月末比 26年９月末比

  満期保有目的 175 123 156 52 19

  その他有価証券 20,146 △2,983 2,032 23,129 18,114

    株式 5,996 53 974 5,943 5,022

    債券 7,397 68 571 7,329 6,826

    その他 6,752 △3,104 487 9,856 6,265

合計 20,322 △2,859 2,188 23,181 18,134

  株式 5,996 53 974 5,943 5,022

  債券 7,375 74 590 7,301 6,785

  その他 6,950 △2,986 624 9,936 6,326

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、（中間）貸借対照表と取得価

額（又は償却原価）との差額を計上しております。

２．「その他有価証券」の評価については（中間）決算日の市場価格等に基づいております。

３．平成27年９月末における「その他有価証券」に係る評価差額金は、13,835百万円であります。

 

【連結】 （単位：百万円）
 

 
27年９月末
評価損益

    27年３月末
評価損益

26年９月末
評価損益27年３月末比 26年９月末比

  満期保有目的 175 123 156 52 19

  その他有価証券 20,146 △2,983 2,032 23,129 18,114

    株式 5,996 53 974 5,943 5,022

    債券 7,397 68 571 7,329 6,826

    その他 6,752 △3,104 487 9,856 6,265

合計 20,322 △2,859 2,188 23,181 18,134

  株式 5,996 53 974 5,943 5,022

  債券 7,375 74 590 7,301 6,785

  その他 6,950 △2,986 624 9,936 6,326

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、（中間）連結貸借対照表と取

得価額（又は償却原価）との差額を計上しております。

２．「その他有価証券」の評価については（中間）連結決算日の市場価格等に基づいております。

３．平成27年９月末における「その他有価証券」に係る評価差額金は、13,835百万円であります。
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Ⅳ．平成28年３月期業績予想 

●平成28年３月期の業績予想（単体・連結）につきましては、平成27年５月８日公表の予想に変更ありません。

 

１．単体 （単位：百万円）
 

  28年３月期予想
 

27年３月期実績
27年３月期比

経常利益 3,150 △435 3,585

当期純利益 1,960 309 1,651

 

２．連結 （単位：百万円）
 

  28年３月期予想
 

27年３月期実績
27年３月期比

経常利益 3,180 △478 3,658

親会社株主に帰属する当期純利益 1,980 343 1,637

 

（注） 上記の予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因によっ

て予想値と異なる結果となる可能性があります。
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